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離散要素法において粒子間の結合（コヒージョン）を表現する際，接触履歴には結合の有無を示すフラグと
ともに結合接触位置が保存される．本実装は履歴配列を走査し，結合が 存在する 接触のみを抽出して解析用
の局所リストに登録する機構を提供する．以下では，この機能を数式的にまとめる．
まず，総接触数を Nc とし，k 番目の接触履歴配列を
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と定義する．ここで
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0 ∈ [0, 1] は結合接触フラグ（1 なら結合あり，0 なら結合なし），
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結合接触を判定する指示関数 χ(k) を
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と定める．ここで Θ(x) は Heaviside の階段関数であり，
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式 (??) により

χ(k) =

{
1, h

(k)
0 > 1

2 ,

0, h
(k)
0 ≤ 1

2 ,
(3)

となる．すなわち h
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0 > 0.5 が結合の有無判定条件である．

結合が存在する場合（χ(k) = 1）には当該接触の局所情報
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を解析用バッファへ格納する．ここで
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のモーメントを示す．
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全抽出操作を総括すると，局所リスト L は

L =
{
S(k)

∣∣ 1 ≤ k ≤ Nc, χ
(k) = 1

}
, (6)

すなわち式 (??) を満たす接触に対応する状態ベクトルの集合で与えられる．
以上により，本ファイルは接触履歴中の結合フラグを判定基準（(??)）とし，結合接触位置 (??) を含む状

態ベクトル (??) を局所リスト (??) に登録する数式的アルゴリズムを実装していることが確認できる．
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